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１．運転資金 

 

 
 

 

一般社団法人日本データベース学会
http://www.dbsj.org/

【運転資金】 （単位：円）

科目 2025年度予算額 2024年度予算額 差額 内訳

Ⅰ．収入の部
　1．論文誌収入 350,000 500,000 ▲ 150,000

　　　2024年度論文誌収入 350,000 500,000 ▲ 150,000

　　　　論文掲載料 350,000 500,000 ▲ 150,000 2024年度実績をもとに計上
　2．会費収入 4,470,000 5,320,000 ▲ 850,000

　　　維持会員年会費 4,200,000 5,200,000 ▲ 1,000,000 非課税、2024年度実績をもとに計上

　　　正会員年会費 270,000 120,000 150,000 非課税、90名分と想定（2024年度 92名）

　3．参加費 14,950,000

　3-1．参加費（DEIM以外） 0 0 0

　3-2．DEIM参加費 10,000,000 10,000,000 0

　3-3．DEIMスポンサー 4,950,000 4,500,000 450,000 課税、 2024年度予算4,500千円＋税（2024年度 5,610千円）
　4．受託研究費 0 0 0

　5．基本財運用収入 400 400 0

　6.その他 889,000 300,000 589,000

　　　事業積立金から繰り入れ 489,000 300,000 189,000 会員DBの保守費として事業積立金から繰り入れ
　　　国際会議準備金から繰り入れ 400,000 0 400,000 国際連携費用として国際会議準備金から繰り入れ
　当期収入合計(A) 20,659,400 20,620,400 39,000

　前期繰越収支差額 37,544,997 37,341,643 203,354

　収入合計(B) 58,204,397 57,962,043 242,354

2025年度 予算計画書

2025年4月1日～2026年3月31日
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科目 2025年度予算額 2024年度予算額 差額 内訳

Ⅱ．支出の部

　1．論文誌刊行業務費 0 0 0

　2．最強データベース 575,000 560,000 15,000

最強データベース講義費用
講師謝金 100千円(20千円×5回)
動画生成 75千円(15千円 x 5回)
文字起こしデータ整備(5千円x20回）
動画インデックス作成 300千円

　3. 若手活性化 600,000 600,000 0
招待講演者招聘費用等（200千円×３件）
1オーガナイズセッションで20万円まで招聘できると
アナウンス×３件

　4. 会員交流 1,200,000 500,000 700,000
WebDBにおける交流会サポート 150千円
DEIM会員交流イベントサポート 350千円
DBSJからDEIMイベントサポート移管分：700千円

　5．表彰 600,000 400,000 200,000 2023年度実績をもとに計上

　6．DEIM 10,000,000 10,000,000 0 前年度予算と同額計上

　7. イベント・国際・学会連携 1,200,000 700,000 500,000

SIGMOD-J費用 700千円
タイ等連携費用 100千円
KJDB招待費用 300千円（国際会議準備金より繰り入れ）
MOU締結費用 100千円（国際会議準備金より繰り入れ）
補足：中国出張者費用（300千円）はA3資金にて充当し
　　　　DBSJ予算には計上しない。

　8. DBSJセミナー 515,000 500,000 15,000
講師謝金((20千円×2)×3回＋50千円)
講師旅費(50千円×6)(2回はハイブリッド開催）
ウェビナー 15Kx3

  9．学生企画 500,000 600,000 ▲ 100,000
昨年度は60万円の予算計上。実態は、24万円程度の支出
イベント回数が2回だったため、支出が少なかった。
3回実施しても予算的に耐えられるようにしたい。

　10. 産学連携 300,000 360,000 ▲ 60,000

前年度は36万円の予算計上。
今年度は、NII IDRユーザフォーラムのDBSJ特別賞の受賞者の
DEIM招待費用として、12万円程度支出
招待者がNEC賞を受賞しており、かつ、DBSJコミュニティ外の学
生・先生だったので大変意義があったと感じている。
予算は据え置いたまま、来年度は（状況が許せば）複数名の招
待を検討していきたい。

　11. ハラスメント防止、D&I 195,000 60,000 135,000
託児および情報保障サポート 170千円
男女共同参画学協会連絡会分担金 15千円
IEEE WIE 2025 スポンサー 10千円

　12．会議費 148,000 250,000 ▲ 102,000 Zoom2４千円ｘ２、　オフライン50千円ｘ2

　13．電子情報システム費 1,200,000 1,040,000 160,000

HP保守管理費 396千円
SSL証明書 44千円
ドメイン更新費 5千円
レンタルサーバー年間利用料 44千円
HPサーバーレンタル費 24千円
Boxレンタル費 198千円
会員DB年間保守管理費 489千円

　14．コンテンツ整備費 100,000 100,000 0 英文化支援費等

  15. 広報事業費 200,000 200,000 0 Webページ用コンテンツ（バナーイラストなど）のデザイン・作成

  16．事務局運営費 4,356,200 4,150,000 206,200
書庫・消耗品などからソフト利用料。保守料を分離
Slack10万を追加

  17．租税公課 470,000 0 470,000 法人都民税 70千円、消費税納付 400千円

  18．専門家委託費用 1,436,000 1,500,000 ▲ 64,000 税理士　48千円 x 12、弁護士 660千円

　19. DBSJ主催活動支援 0 1,500,000 ▲ 1,500,000 交流委員会にマージする。

  20．新規事業予備費 0

　21．事業積立金 0 0 0 事業積立金→０

　当期通常支出合計 23,595,200 23,020,000 575,200

  22．その他(1) 0 0 0

  23．その他(2) 0 0 0

　当期支出合計(C) 23,595,200 23,020,000 575,200

　当期収支差額(A)－(C) ▲ 2,935,800 ▲ 2,399,600 ▲ 536,200

　次期繰越収支差額(B)－(C) 34,609,197 34,942,043 ▲ 332,846
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２．国際会議準備金 

 

 
 

３．事業積立金 

 

 

 

【国際会議準備金】

科目 2025年度予算額 2024年度予算額 差額 内訳
Ⅰ．収入の部

　1．入金 4,500,000 0

　　　ADC2025協賛金の返却 1,500,000

　　　DASFAA2024協賛金の返却 3,000,000

　当期収入合計(A) 4,500,000 0 4,500,000

　前期繰越収支差額 11,315,134 12,315,134 ▲ 1,000,000 2024年度にDASFAA2024協賛金の追加1,000千円
　収入合計(B) 15,815,134 12,315,134 3,500,000

Ⅱ．支出の部

　1．国際会議支援金 1,900,000

　　　国際連携（KJDB,中国対応） 400,000 国際連携費用として運転資金に繰り入れ
　　　ADC2025協賛金 1,500,000

　当期支出合計(C) 1,900,000 0 1,900,000

　当期収支差額(A)－(C) 2,600,000 0 2,600,000

　次期繰越収支差額(B)－(C) 13,915,134 12,315,134 1,600,000

【事業積立金】

科目 2025年度予算額 2024年度予算額 差額 内訳

Ⅰ．収入の部

　1．当該年度積立金 0 0

　2． 入金 0 0 0

　当期収入合計(A) 0 0 0

　前期繰越収支差額 10,247,167 6,547,167 3,700,000 2024年度に4,000千円積立
　収入合計(B) 10,247,167 6,547,167 3,700,000

Ⅱ．支出の部

　1．事業積立金費用 0 0 0

　2．会員DB整備事業費 489,000 300,000 189,000 会員DBの保守費として運転資金に繰り入れ

　当期支出合計(C) 489,000 300,000 189,000

　当期収支差額(A)－(C) ▲ 489,000 ▲ 300,000 ▲ 189,000

　次期繰越収支差額(B)－(C) 9,758,167 6,247,167 3,511,000


